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NKK技報 No.174 (2001.8)

1.　はじめに
　2001年 4月 1日「特定家庭用機器再商品化法」（家電リ

サイクル法）が克 憤資源循 顧社会ト構築NKK30％，三井物産㈱40％，三

洋電機㈱20％，日本通運㈱5％，山九㈱5％となっている。

　家電リサイクル法では，家電4品目（冷蔵庫，洗濯機，

テレビ，エアコン）について，家電製品製造者にそのリサ

イクル義務が課せられている。家電製品製造者は自らリサ

イクル事業を行うか，他の会社に委託できることになって

いる。エヌケーケートリニケンス㈱は家電製品製造者の委

託を受けてこの事業を行う。

　4月から計画を越える入荷があるものの，設備は順調に

稼動している。

2.　施設の概要
2.1　概要

　施設場所：NKK京浜製鉄所水江地区

　完  工  日：2001年 3月

　敷地面積：約 8400m2

　建　　物：テレビ処理棟　　建屋面積　約   700m2

　　　　　　前処理・破砕棟　建屋面積　約 2000m2

　設備能力：家電 4品目合計にて年間 80万台

　処理対象物：家電4品目(冷蔵庫，洗濯機，テレビ，エア

コン)およびOA機器などの産業廃棄物

　写真1は施設全景を示す。

2.2　設備
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4.　管理システム
　排出された使用済み家電製品の適正処理を管理するため

に管理票として「家電リサイクル券」が使用されている。

各製品にはこの「家電リサイクル券」が貼り付けられ，こ

の券上のバーコードを使って使用済み家電製品の流れが管

理される。このバーコードは工場管理にも使用される。

5.　事業の特徴
　本施設の再商品化処理から回収する資源の大部分を

NKKの製鉄プロセスで活用できる点に事業の特徴がある。

特に家電素材の約 3 割を占めるプラスチックについては

NKKが推進している使用済みプラスチック高炉原料化事

業に直結できる優位性を持っている。

写真2　断熱フロン回収装置

図1　処理フロー

＜問い合わせ先＞

エヌケーケートリニケンス㈱

　Tel. 044 (270) 5380　近藤　和彦

　k.kondou@nkktr.co.jp

　また，当面対象家電 4品目に定められた再商品化率は，

テレビ55％以上，冷蔵庫50％以上，洗濯機50％以上，エ

アコン60％以上であるが，NKKが実証試験を行っている

熱媒浴によるシュレッダーダスト高炉原料化技術を組み込

むことにより，次のステップでは 90％以上の再資源化率

が可能となる。

6.　おわりに
　使用済み家電製品のリサイクルは，「容器包装リサイク

ル法」に続き施行された我が国廃棄物行政転換のエポック

であり，エヌケーケートリニケンス㈱はこうした事業分野

で技術開発を進め，我が国の環境保全分野に貢献していく

所存である。
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